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敦賀躍1嬬発銀座「悪性 リンパ腫」多発地帯の恐怖
"に ついて

集英性曜行の週刊誌「プ レイボーイ」に標記の見出しで平成 6年 11月 8日 か ら4回 にわ

たって紀事づ連載されました。                      ヽ

第 1肛 [は「がん患者激増の噂を追って」

第二EEIま「あなたの家にがんの人はいますか」

第 I正 三十ま「風下地域で集中的に患者発生という事実」

最腔
=[第
4回 目は「福井県庁のみなさん、疫学調査をやって ください」

と|二 |ミ
=し
で した。

こ
「
:=遅 記事の妥当性および調査方法の妥当性について検討 してみま しょう。

1 悪は リンパ種という名称について

悪性 レパ腫とは、 リンパ組織に発症する悪性腫瘍の総称です。国際疾病分類第 9訂に

は、悪性 ンパ腫 (Maligmant Limphoma、 200203)と いう項 目があり、その中は"200ニ

|)常 珂置および細網肉腫 (含むバーキット病)"、 "201=ホ ジキン病 "、 "202・ リンパ

様およ lギ [織球組織のその他の悪性新生物"、 "203=多発性骨髄腫および免疫増殖性新生

綱
…
=4う ように病名が細分化されています。

一て、我国の「疾病、傷害及び死因の統計分類基本分類表」 (注 1)に は、悪性 リンパ

腫と:千 塩称は記載されていません。この表で、それらしいのは、その他及び部位不明の

悪生新三物のうちの"196=リ ンパ節の続発性及び詳細不明の悪性新生物"、 または、 リン

パ[脇 叉び造血組織の悪性新生物のうちの"202=リ ンパ (球 )様及び組織球組織のその

他こ悪生新生物"の どちらかです。
~二
ま 2年人口動態統計 (下巻 )」 (注 2)に よると、死亡数は、上述の196に 該当す

るもEIま男女ともになし、202に該当するものは男3,069人、女2,043人です。その数は骨

髄性書血病の約 2倍 になります。県別で死亡数を調べると、そこでは「簡易分類番号」

〔注 3)が用いられていますので、これらの名称は出てきません。ちなみに放射線によっ

て誘発されるとされている成人の白血病は、殆どが骨髄性自血病です。

したがって、週刊誌の記事を読んで真偽を確かめようとして、国の資料を調べても該当

項 目が見つか りません。都道府県の衛生統計でも同じです。

富永祐民氏他 3氏編の「がん 0統計白書」 (注 4)に も悪性 リンパ腫という名称は出て
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きませ胤.

2.雪 惟 リンパ腫と放射線 との関係は証明されていない

市避⑭ ように我国の統計では、悪性 リンパ腫という名称は出てきませんが、悪性 リンパ

睡に棚当する疾病が福井県に存在 していた場合、 この病気が放射線で増加す るのかどうか

検討 してみましょう。「原爆放射線の人体影響 1992」 (注 5)は、原爆の放射線被曝によ

る曳経 を纏めた本です。 しか し、晩発影響 として増加が確認 された病気の中に悪性 リ

ンパ腫は
=て
きません。部位別のがん死亡 リスクを纏めた図の中で もしかすると増加する

かもしれないという悪性腫瘍が 5部位 (直腸がん、原発性肝臓がん、膵臓がん、前立腺が

ん、および悪性 リンパ腫 )あ り、そこに悪性 リンパ腫が出てきます。 しか し、 この図"部

位別がん死亡の l Gyに おける相対 リスクおよび90%信頼限界、 1950-1985"に よると、相

対 リスクは 1で、信頼限界は0.1～ 1.5です。

ここで相対 リスクとは

(l Gy被曝 した人達の悪性腫嘉の死亡率 )÷ (非被曝者の悪性腫瘍による死亡率 )

のことです。 したがって、相対 リスクが 1と いうことは、被曝の有無に拘 らず死亡率は同

じということで、死亡原因は放射線被曝ではない可能性が非常に高いということにな りま

す。また、信頼限界 90%と は、求めた相対 リスクの値が 0.1～ 1.5の 間にある確率が90%で

あるということを意味 しています。

原爆被曝後の寿命調査に協力 している登録人口は、約 8万人います。 このデータを元に

ICRPは 1990年勧告で、95%の信頼性を持 って疾病が有意に増加 したと言える線量は0.2Sv

(0.2Gyの 全身照射に相当)で、 もっと信頼性を低 くして も0.05Svと 言 っています。 これ

は、つま り0.2Sず (ま たは0_05ST)以下では、疾病の有意な増加は認め られないとい うこ

とを示 しています。

3.敦 賀地区で悪性腫瘍による死亡は増加 しているか

敦賀原子力発電所の半径 10km以 内、特に 7 kmま での陸地は敦賀半島だけです。この半島

は敦賀保健所管内にあ り、人 口10万 当りの自血病粗死亡率は、次の通 りです。

昭和 37年～昭和 46年   2.7人 (敦賀発電所は昭和4算[運開 )

昭和 47年 ～昭和 56年   4.4人           フ

県内で原子力発電所の無い 6保健所の合計の値は、次の通 りです。
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放射線影響に関する懇談会・検討会

メンバー構成

座  長  菅原  努   (財 )体質研究会・理事長

メンバ=  細田  裕   (財 )放射線影響協会放射線疫学センター長
″ ‐ 1 水野 正一  東京都老人総合研究所情報シミュレーション部門室長
″    浜田 達二   (社 )日 本アイソ トープ協会常務理事
″    岩崎 民子   (財 )放射線影響協会研究参与
″    岡田 重文   (財 )原子力安全研究協会研究参与

なお、栗冠 正利氏 (東北放射線科学センター会長)よ り、コメント作成に当り多大な
ご協力を賜 りました。
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週馴プ レイボー イの特集記事 に対す る科学 技術庁 の見解 について

平成 6年 12月 6日

科 学 技 術 庁

剛半 報記事 |ま 、 「調査 区域」 (日 本原子力発 電 (株 )敦 賀原子 力発電所 よ り

上饉  :多 =圏 内)で 悪性 リンパ 腫が多発 して い る と し
ているが、 同誌 の記事

「
呼与 iら ■1断 す れ ば、 調査 の手 法及 びデ ー タの取扱 いについて適切 な方法が

辞 |||■ てお らず、 科学 的信頼性 はない もの と考 え られる。 例 えば、 次 のよ う

な T‐ 躙 ■■:ち る。

雌襄三事は調査地域 を悪性 リンパ腫が集 中 して発生 してい る「特定 3集 落」

こ編
に
違む等の手法 を行 ってい るが、疾 病 の発生率や死亡率 の比較 を 目的 と

下 蔵度事調査 においては、 調査地域 をこの よ うに絞 り込む こ とは適切で ない。

1 二権 ti小 さければ小 さいほ どバ ラツキが 出 る可能性は高 くな るため、 この

電==が
有意 な値 であ るか どうか をみ るた め には、バ ラツキ を考慮す る こと

TI重 要であるが、特集記事 では これ ら死亡率 の値のバ ラツキ について考慮 さ

維て =な い。

主要 な問題 点 につ いては別添の とお りである。

二 原子方発電所 における万全 の安全確保対 策 によ り、 原子力発電所 の周辺住 民

「
責童 :二 十分に確保 されてい る と考 え られ る。 これ に加え、 関係機 関にお いて

奇寝モニ タ リングも行われてお り、 その結 果 か らみて、周辺住 民 に有意 な影響

`■ 1■ ぶ ことは現在 の科学 的知 見か ら考 え られ ない。

なお、放射線医学総合研究所が実施 した「全国のがん死亡率の調査 (1973年

～ 1:三「年のデータを整理 した もの )」 の結果か らは、原子力発電所の稼働 によ

を百意な影響はみ られていない。 また、原子力発電所従事者の疫学調査 も行 っ

て .′3と ころである。

か しなが ら、住 民の健康 不安 の解 消の一 助 とす るべ く、最近 のデー タの整

分析 を行 うとともに、 今後 も、 住民の健康 不安 の解消 に努め るべ く対処 し

きたい と考 えてい る。

そ [屯 、

ン　

・

い

・　　一一年　　́
　、

こ
＾



(別 添 )

還刊プレイボーイの特集記事の主要な問題点について

調曲
「
手 督 につ い て

1‐ 嚇 纂 記事で は調 査 地 域 を絞 り込 ん で い る が、 疫学 調 査
にお い て 調 査 地 域 を

二虚 蘇 fiこ 絞 り込 む こ とは 適 切 で な い。

1謳 岬

手 何 つ発生 率 や 死亡 率 の 比 較 を 目的 とす る疫学 調 査 を
行 う場 合、 最 初 に

調 亜 地域 を決 め、 その 後 は、 当 該 調 査 地 域 を 固定 して 長 期 間 にわ た り、 そ

躍班 域 の発生 数 及 び死 亡 数 を追 跡 し、 比 較
。検 討 を行 うこ とを 原則 と して

飾 ■■1、 特 集 記 事 は、 最 初 に設 定 した「 調 査 区域 」 を悪
性 リ ンパ 腫 が 集 中

して 発生 して い る 「特 定 3集 落 」 べ と調 査 地 域 を絞 り込 ん で、 全 国 平
均 と

壼岐 ´ている。 そのよ うにすれば、 当然発生率は高 くなってい く。

なお、対象地域 (都 道府県)に よ り、 例えば、悪性 リンパ腫 による死亡

霊感、別紙 1の とお り、 かな りのバ ラツキがある。

I.I==を 算定す る期間を短期間 に して結論 を導いている。

疏 曜 :

~調
査区域」 の過去 24年 間 にお い て

■ 二例が 1993年 に死亡 した こ とを と

蜀覆計 と比較す れ ば当然 高 くな る。

二つため、ある短期間をとらえて判断するのではなく、

見て、比較・検討する必要がある。

死亡 した悪性 リンパ 腫 の 3例 の う

らえ て、 過去 3年 間 の死亡 率 を全

長 期 間 の 推 移 を

I「 悪 生 リ ンパ 腫 の 発 生 原 因 が、 あ た か も放 射 線
で あ る か の よ う に 論 理 構 成 が

号 ぉ れ て い る。

説 事 )

票 子 力 発 電 所 か ら排 出 さ れ る 放 射 性 物 質 と悪 性
リ ンパ 腫 と の 関 連 性 を 判

断す るため には、 原子 力発電所 の立 地前 の期 間 ま
で さかの ぼ り死亡率 を調

査 し、 立地後 の死亡率 と比較す る こ とが 必要 で あ
る。

また、 放射線 の影響 で あ る とい うため に は、 調査
地域 にお け る放 射線 の

量 との相 関関係 を調べ る必要 が あ

集し で ぁ るが、 放射線、 ウ イルス、 化 学なお、 白血病 は、 大 部 分が原 因 不
考質等 によ つて も発病 しうる疾 病 とされ てお り、

また、 悪 性 リンパ 腫 は、

大部 分が原因不 明であ り、 これ まで放 射線 と悪性 リンパ腫 との間の因
果 関

係 につ いては確 た る証 拠 は示 され て いな い。



デ ー F=取 扱 い に つ い て

肥t tt E値 のバ ラツキについて考慮が されていない。

鑑叫

蔓
=数
をその集団の人回数で割 って求め られる死亡率 については

バ ラツ

キ1徹|ル す。特 に母数が小 さければ小 さいほ どバ ラツキが出る可能性は高 く

なこ
「
で、 この死亡率が有意な値であるか どうかを信頼区間を示 して考慮

廿 強二とが重要である。

嘩集記事で掲げ られている「調査区域」悪性 リンパ腫の過去 5年 間及び

柵姜 E三 間における死亡率 と全国平均の死亡率を比較 した倍数の信頼区間

|=T蓑 つとお りであ り、 それぞれ大 きなバ ラツキがあるとともに、 1よ り

tLざ い数値が含まれていうため、 この数値をもって全国平均より高いと
橋靡づ iす ることはできない。

なお、 「特 定 3集 落 」 にお け る死亡率 と全 国平 均 の死亡 率 を比較 した 倍

撫 E言 頼 区間 の下 限は 1よ りも高 い数値 とな って い るが、 これ は前 述 の調

董地域 の絞 り込み及び調 査 期 間 の短 縮 を行 った こ とによ り、 死亡率
自体 が

高 w数 値 とな った ためで あ る と考 え られ る。

~調
査 区域」 を全 国統 計 等 と比 較 す る際 に年 齢構 成 や 性別 害l合

の相 違 を補

‐ _て い な い。
説 明 )

一 般 に疫学 調 査 を実 施 す る場 合、 疾 病 の 発 生 率 や 死 亡 率 は年 齢や 性 別
に

雪 専 す るので、 対 象集 団 の 年 齢 構 成、 性 別 割 合 を補 正 して 全 国統 計
等 と比

頭 しな け れば な らな い。

ち なみ に、 白血 病 及 び 悪 性 リンパ 腫 の 年 齢 別、 男女 別
に よ る死亡 率 の変

|三 |ま 全 国統 計 で は別 紙 2の とお りで あ る。

響 生  ンパ 腫 死 亡 率 全 国 平 均 の死 亡 率

との 比 較

95%信 頼 区 間
下  限 上  限

~調
正 三 域 」 の過 去 5年 間 2.14倍 O.43倍 6.27倍

・ 調 董
=域
」 の過 去 3年 間 2. 28倍 o.26倍 8.32倍

「特 定 こ臭 落 」 の 過 去 3年 間 12.22(音 1.39倍 44. 6f音
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島

道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

腰続舞距幅蝉鴨飯・は揺疑奪舞壕調託引姜コ講』覇蜘菫蝦調麺難隷棚諏謀珈鵡抑鶴劃弱訥嗣搬訓赫効動蹴酬

だ

ぼ

▼

(別 紙 1)

都道府 県 別 リンパ組織 のが ん死 亡 比 (1990年 )

(注 )全 国 平 均 を 100と して い る。
(出 典 :「 が ん統 計 白書 」 1993年 版 )
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毎日新聞○/面 )

福井県南部

|ル 手

読売新面 1)`百 )

一一
一
一
一一
一
一
一一一
一一一
一
一
一一一
一一（

鶴
井
県
は

十

一
Ｅ
、
八
日
発

売
の
雄
誌
、
通
刊
プ
レ
イ
ポ
ー

一

一
¨
・
一

／
一レ
聞新ノ４ケンいｆ

ノ

日本経済新聞げ面)

一福
井
県
が
抗
議

た
江
疲
の

一
回
ヨ
で
、
同
県
嶺
雨
地

域
に
ヨ
皿
病
思
者
が
多
発
し
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
素
は

「鋼
事
は
根
拠

に
乏
し
い
。
原
発
立
地
と
ａ
ｎ
病
の

発
生
に
困
果
関
体
は
な
く
、
デ
ー
タ

も
九
三
年
の
も
の
を
用
い
て
い
る
」

（栗
田
毒
雄
知
事
）
と
反
論
。

「次

号
に
も
記
事
が
出
た
場
合
に
は
、
ざ

ら
に
強
硬
な
手
段
を
取
る
こ
と
も

あ
り
得
一る
」

（同
知
事
）
と
し
て
い

る
．

　

由

痺

移

で
の
白
血
病
の
発
生
率
が
全
国

平
均
の
一
・
五

一
倍
と
な

っ
て

い
る
な
ど
七
で
に
わ
た
っ
て
職

し
て
い
る
。
次
号
に
も
続
報
の

掲
載
を
予
告
し
て
い
る
。

こ
の
日
記
者
会
見
し
た
要
田

知
事
は

「
昨
年

一
年
間
の
デ
ー

タ
だ
け
を
出
し
て
論
ず
る
の
は

科
学
的
授
拠
に
乏
し
い
。
イ
メ

ー
シ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
」
と

一（
一
〓^一一τ
一の
っ́
つ
一一‐）
、
　
一コ
〕

一一〓
彙
ん
か一〓
ｔ
一生
〓⌒（一〓
一“午
こ
Ｆ」

果
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
誤

解
を
与
え
、
極
め
て
債
ほ
だ
一

と
し
て
い
る
。

栗
田
知
事
は

「
訂
正
せ
ず
、

次
号
に
も
掲
載
す
る
よ
う
な
ら

さ
ら
に
強
硬
な
手
段
も
検
討
す

る
」
と
し
て
、
裁
判
に
訴
え
る

態
度
も
見
せ
て
い
る
。

集
英
社
広
報
室
の
話

　

一
抗

議
文
の
対
応
に
つ
い
て
は
中
身

を
確
認
し
て
検
討
し
た
い
。
現

段
噌
で
は
次
号
の
続
報
記
事
の

交
戒
を
取
り
や
め
る
予
定
は
な

い
」

週
刊
誌
の
一が
ん
多
発
記
事
」

今
月
八
日
発
売
の

「
週
刊
プ

レ
ィ
ポ
ー
イ
」
十

一
月
二
十

二

日
号

（
集
莫
社
刊
）
に

「
敦
資

湾
原
発
製
匡
『
悪
性
リ
ン
パ
ロ
一

多
発
地
帯
の
恐
怖
！
第

一
回
」

と
電
し
た
記
事

が
掲
載
さ
れ
、

福
井
県
の
栗
田
垂
雄
知
事
は
十

一
日
、

「
記
事
は
科
学
的
摂
拠

が
な
い
」
，こ
し
て
、
鈴
木
力

・

ツ
Ｊ
Ｆ
，
ト
ト
‐
‐
‐
」

―
‐ イ

に
掲
載
さ

■
に
「
敦
賀
湾
原

発
一筆
一↓一
一
悪
一■

ノン
パ
重

（
し

，
）
』
多
発

憂
貢

三
，
√

一

オヽ一等一一プ一（一一〓一「一一　ヽ
一ヽ
　　）、　　一　一一（

〓
一二
〓
一一
〓〓
．一二〓
婁
苑
三
二
一一．^ヽ
一

一年
一ヽ
一シ一（妻
〓こ一一″二〓
ニ二一́（シ
一　
イ一

ヽ
・て
、
発
一三
一宍
）
興
〓
（ヒ

（
一員

〓
（
一二
三
　
一一、
〓
〓
一ヽ）　
一
ヽ
こ一
一雷（一ケ
）一
一

遺
、
記
事
の
一ユ
正
と
次
号
以
降

の
月
職
中
止
を
求
め
た
。
　
　
´

記
事
は
、
建
設

中
を

含
め
十

五

憂
の
原
発
の
あ
る
同
県
雨
部

で
、
が
ん
が
増
え
て
い
る
と

の

う

つ
さ
を

や
イ）に
調
査
し
た
と

・一
´
・一一

．^
一
一
・一・一一一一一一一（
・́
■
）ヽ
一

一・́一一
・一一一一
一一一一一一・．ヽ．一
一一・一一〓
＾ヽ
）二
一一一一一二

一一́
・́
二

　

一一一
一
一一
一
一́
．
一
．了
一一・一一一一一

″́
一っ
、　
一
・二
一́一一一一一　
一
、^
一一一一一一一三

均
を

二
回
り
一騒
ヽ
　
一．一右
狭

Ｅ

ガ

ン
多
発
―

Ｔ́

」́い
う
異
常
な

同
誌
編
集
長
と
現
地
取
材
し
た

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
ニ
人
に
抗
豪
、

記
事
の
訂
正
を
求
め
た
。

記
事
は
（　
⊇
一こ
狭
湾

一
爾
で

ガ
ン
が
増
え
て
い
る
み
た
い
な

ん
で
す
よ
‥
‥
」
と
の
書
き
出

し
て
始
ま
る
。
原
発
が
集
中
す

る
福
井
県
南
部
の
昨
年

一
年
間

の
自
皿
病
発
生
亭
が
全
国
平
均

一
一．一三
二

二
．́
・一一一一二一一
一一一一
一
．^
・́

の

一
二
ユ
倍
に
な
っ
て
い
る
と

指
摘
。
次
号
て
原
発
周
辺
約
千

戸
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
結
果

を
掲
載
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
県
は
、
自
皿

病
を
含
め
た
が
ん
発
生
昼
は
高

齢
者
ほ
ど
高
い
が
、
当
該
地
域

は
高
齢
化
が
造
ん
で
お
り
、
全

国
デ
ー
タ
と
螢
純
比
較
で
き
な

た

記
事
な
の
で
、
予
定
通
り
連

載
を
続
け
る
。
内
容
に

つ
い
て

の
抗
議
は
今
後
検
討
す
る
」

い
の
に
、
三
齢
補
正
を
行
つ
て

い
な
い
▽
デ
ー
タ
は
過
云
二
十

嘔
三
で
最
も
死
亡
数
の
多
い
デ

ー
タ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
昨
年

一

年
分
だ
け
を
と
ら
え
て
騒
論
、

科
学
的
分
析
方
法
を
無
視
し
て

い
る
―
―
な
ど
と
し
て
い
る
。

が
輸
韓
薇
は
菫
¨
¨
む
堰
『
暉

一

週
刊
ブ
レ
イ
ボ
ー
イ

原

発
記

事
め

ぐ
り

今
月
初
め
に
発
売

さ
れ
た

・
「
週
刊
ブ
レ
イ
ポ
ー
イ
第
４７

号
」

（
集
英
社
）
で
、
十
五
基

の
原
発
が
あ
る
福
井
Ｆ
の
著
狭

地
方

一
帝
で
自
ｍ
病
の
発
生
撃

一
一
一
一
一一一
一
一
一
一
一
一
一

知
事
は

「
第
二
回
以
降
の
内
容

に
よ

っ
て
は
、
ま
り
強
硬
な
手

段
を
考
え
る
」
と
話

，
し
た

ヽ。

一ぬ
野
真

一
ド
“杢
長
著
一広
報
｝
一

副
室
長
の
ヽ
　
一二
壊
文
を
も
ら

っ
た
ま
か
つ
な
の
で
、
ど
の
よ

一っ
て

薄
応
す
る

ｒ
校
討

し
た

い
。
菱
電
な
予
定
覇
つ
４
載
ず

一ハン。

「
根
拠
乏
し
い
」

ン
も
甚
だ
し
い
」
と
し
て
同
誌

編
集
人
ら
に
抗
議
文
を
提
出
、

記
事
の
訂
正
を
求
め
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

問
題
の
記
事
は

「
教
賀
湾
原

一
妻
３
　
〓
ご
一サ
ン
パ
重
多
発

〉
一〓
一
（
）メ
ニ
年
／
　
一　
二
等
一　
）一
＼

一年
一〓
〓一
一〓三
二
〓
ｒ計
〓二
一一年
一一′
〓
七

引
用
し
、
昨
年
の
敦
賀
湾

一
俸

原

発

立

地

と

自

由

病

因
果

輿
係

な

い
と
抗
議

一
一
福

井

県
、
集
英
社

に

　̈
驀
井
県
は
十
一
日
、
集
不
狂
が
今

月
八
日
為
行
し
た

「週
刊
ブ
レ
イ
ポ

「
イ
」
の
記
事
に
つ
い
て
事
実
関
係

に
課
認
が
あ
る
と
し
て
、
同
じ
い
笑

瑛
社
て
瓦
議
文
を
一
出
し
た
一
一

問
題
の
“
事
は
、
同
誌
が

「恐
性

リ
ン
パ
〓

，
多
発
地
可
の
恐
怜
／
致

賀
要

遺

≡

遠

セ

義

し

「
原
子
力
発
電
に
反
対
す
る

福
井
県
民
会
騒
」
の
吉
村
済

・

常
任
幹
事
の
話
　
出
版
元
に
抗

襲
す
る
と
は
具
も
六
人
ゲ
な

い
。
案
内
に
は
市
五
≡
も
の
頭

発
が
市
一却
・し
て
い
る
の
だ
か

りヽ
、
一事（な
一一
興
よ
「
二
七
／」
天
現

要
な
衰
学
的
翼
査
を
行
う
べ
き

一に
。

．
・　

　́
　
一
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福
井
県
再
び
抗
声

築
難
社
の
原
発
記
一
陶

響
理

菱

一の
遍

コ
ン
Ｌ

ギ一　
′́
一　
一　
一
一，
二
一　
九
〓
一

）鉢

二
で

、

■

暑

，
こ

■

き

曖

二

象

百

「

票

発

着

〓
一　

〓
一

一

´
ン

“

■

多

発

堪

奎

つ

子

一

こ
慶

）
ｔ
Ｅ

事

デ

掲

正

三

ｔ
こ

こ

，
こ

つ

・
て

、

嘔

〓
Ｅ

一
三

≡

、

集

英

七

編

塁
∵

ゴ

´

二
攘

ズ
を

再

び

提

二

、

三

事

訂
二

を

求

め

た

ｃ

三二連済新聞(■ )

抗
議
文
を
再
度
爛

集
英
社
に
提
出

Ｄ

福
　
井
　
県

電
■

具

〓

一
三
≡

、
条

票

Ｌ
が

司

〓
ユ
．こ
　

二
二
ユ
ニ

，

´
´
一　
　
´
一

ｒ
賃
二
．
■
　

´

〓
一
¨
，
二
　

露
百

´
一
メ
・．）^
ヽ
´
一

一一
．　

，
・
・こ
．
．
・ヽ一一　
■
一
一一一

一
〓
モ

ン

き

警

メ
〓

二

″
“

一
全

一

疑
中｝
レ
た
。
問
題
の
記
事
は

「悪
性

リ
ン
バ
鳳

・
壬
費
理
双
窺
籍
ッ
教

賀
湾
原
発
張
座
」
と
遍
し
た
連
載
の

二
回
日
で
、
多
く
の
原
発
を
立
地
し

て
い
る
県
菫
部
地
域
に
自
皿
肩
思
者

が
多
発
し
て
ぃ
る
と
指
襦
し
た
も

（一．
其
〓
Ｉ
・一（■
Ｌ
「
ｉ
）一ヽ
一
モ

ｒ
二
二
千
二
〓
，
三
＾
¨，
一・〓
一　
一「■

Ｅ

事
ｒ
真

Ｆ
電
〓
〓
二
〓
こ

こ
で

ミ

〓
て
ｒ
一事
二
ｒ
〓
．一モ
〓
二
ｔ
．

やヽ∫{(b,

聞(λ l,

馨響R=

毎 日 新

集
英
社
に
再
度
抗
議

σ野
軒
熊
県
、訂
正
を
要
求

ユ
一
一一　
一　
一二
〓
一奎
一菫
〓
こ
一́
一
一

一
週
一■

ン
ゴ

デ
　
ン

一

（
奥

要
ヒ
発
こ
．）
で
〓
号
ε
工
事
こ

■

一て
〓
彗
を
〓
　
ン入
一
た
こ

ｔ
ｔ
ｔ
〓
ら
ず
、
三
び
Ｆ
発
に

〓
一わ
（イ
兵

民́
っ
撻
票
六
安
を
あ

だ
‘
二
一
〓
０
ま
事
が
掲
載
さ
れ

一
Ｆ

る

↑

与
善
〓
Ｅ
、
夫
洒
邦

云
毛
七
彙
達
≦
長
、
河
漂
和

夭

違
素

積
逗
課
長
を
「

社
こ
浜

二
、
三
菫
こ
三
摯
す
る
と

こ
■

・こ
一良
一
〓
〓
一
ミ
）〓
〓
二
〓
二
（
↓）

二
．Ｔ
理
こ
憂
￥

〓

一
豪
百
■
Ｆ́

発
遅

菫

一
暮

壼

し́
“
甍

（　
）

ｏ
）
一
一ク
塁
Ｊ
一．）一́
（
一
■
【
／　
一

″
）（
）

ン
フ

．̈．
　

ン
コ

一̈一
´
´́

（́ノ
　

（
）

Ｆ二
仁
一４一
一ざ
ヽ
　
一富
″
．】
三
〓
，
東

こ
同
島
特
別
取
材
班
の
取
材

一
十
よ
る
。
連
載
二
回
目
の
記

事
は

「
あ

な
た
の
家
に
ガ
ン

の
人
は
い
ま
す
か
γ
」
と
の
サ

プ
タ
イ
ト
ル
で
敦
菫
市
な
ど
で

の
取
材

ぶ
り
を
紹
介
し
て
い

一０
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

県
で
は
、　
富

〓
」部
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
積
ん
で
と
書
い
て
あ

り
回
収
率
が
六
〇

・
〇
一一万
と

見
出
し
が
取

っ
て
む
る
が
、
デ

ー

タ

実
数
は
示
さ
れ
て
い
な

い
」
と
調
査
の
科
学
的
根
拠
に

興
策
奎

不
し
、
こ
れ
を
基
に
記

事
中
で

「
調
査
区
域
内
で
は
過

去
三
二
間
、
全
国
立
，Ｌ珂
発
生
〓

の
四

・
六

一
倍
で
悪
性
カ
ン
パ

願
患
者
が
発
生
」
と
決
め
付
け

て
い
る
こ
と
は
極
め
て
遺
黙
と

し
て
い
る
。

県
で
は
前
日
の
抗
議
に
対
す

る
回
答
も
な
い
ま
ま
、
さ
ら
に

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
、

同
社
の
編
集
人
、
鈴
本
力
氏
と

同
記
事
の
文
女
の
二
氏
に
対
し

て
渡
辺
智
副
知
事
名
の
抗
議
文

で
県
の
意
思
を
表
し
た
。

同
社
広
報
壺
で
は
、

「
〓
疋

通
り
四
回
の
連
載
は
続
け
る
」

と
活
し
て
お
リ
ハ
県
の
抗
議
に

対
し
て
は

一
県
が
誤

っ
て
い
る

と
す
る
点
を
文
〓
で
提
出
し
て

“』一量」蒙け制嗜毎爵〕し一県、集
英
社
に
再
抗
議

が
ん
多
発
記
事
続
報
掲
載
で

員
業
社
の
通
刊
ブ
レ
イ
ポ
ー

イ
が

「
敦
ヌ
湾
原
発
銀
饉

『悪

性
リ
ン
パ
一堂

多
発
地
市
の
慈

怖
―
」
と
題
し
た
記
事
の
費
報

を
十
五
日
発
売
の
工
二

月
二
十

九
日
号
に
掲
曖
し
た
の
を
受
け

て
、
県
は
同
日
、
県
轍
員
を
東

京
に
派
遣
し
て
、
集
英
社
に
再

抗
は
し
た
。

続
嘔
で
は
、
原
発
濁
翠
地
域

約
千
戸
を
対
象
に
し
た
が
ん
発

生
串
調
査
の

経
過
を
紹
介
し
た

上
で

「
詞
査
区
域
内
で
は
過
去

三
年
間
、
全
国
軍
均
発
生
〓
の

四

・
六

一
倍
と
い
う
恐
る
べ
き

発
一一墓

で
尋
Ｌ

●
ン
パ
雹
患
者

が
事
笙
一し
一
いヽ
る

一　
こ
増
び
、

■

嘔
デ
ー
タ
の
公
開
は
次
鶏
´

で
、
と

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

予
定
通
り
運
載
続
け
る

外
井

一
月

・
楽
葵
社
広
報
室

副
室
長
の
活
　
抗
厳
文
で
は
具

体
的
に
ど
の
部
分
の
ご
正
を
求

め
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
改
め
て
文
薔
を
出
し
て
も

う
つ
こ
と
に
し
た
。
対
応
は
そ

つ
贅

二
、ｒ
う
こ
こ
に
な
る
。
運

こ
‘
三
三
〓
予
〓
三
づ
≡
三
こ

一・
）́^
一́），

し
て
県
は
、
前
二
って
の
第

一
報

で

「
調

査

は

科
学

的
分

析
手

法

を

欠

い
て

い
る
」
と

記

事

の

訂

正

を
求

め

る
抗
饉

を
し

た

の

に

ａ
き
、
今

適

号
に

つ

い
て

も

「
流

通

に
対
す

る

回

笞
も
な
い
ま
ま
、
さ
ら
に
県
民

の
健

康
不
安
を
い
た
ず
ら

に
あ

お
り
た
て
る
記
事
が
引
き
疑
き

郷
載
さ
れ
た
こ
と
は
遺
憾
。
強

く
抗

議
す
る
と
と
も
に
訂
正
を

求
め
る
」
と
の
文
書
を
提
出
し

一・一。

ゝo(J)
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一
六
日
、
集
要
社
の
短
誌

「遍是鍵ヒ

刊
プ
レ
イ
ポ
ー
イ
」
第
四
四
号
と

第
四
五
号
に
、
福
井
県
の
若
狭
湾

一
薔
で
が
ん
が
増
え
て
い
う
、
と

す
る
内
容
の
記
３
が
掲
載
さ
れ
た

て
る
こ
と
」
と
し
て
、
興
薬
社
に

記
事
の
投
い
に
慎
重
な
対
応
を
求

め
る
と
と
も
に
強
く
替
処
を
申
し

入
れ
た
コ
」の
記
〓
に
関
し
て
ヽ

福
井
県
が
こ
事
の
訂
正
を
求
め
てσ

ヽ
，
ノ

一
一
一
日
と

一
五
日
に
二
魔
に
わ
た

一
る
纂
議
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
同

＼_/

III?6
福 丼_新 聞曼〓颯

　
井
県
南
部
で．悪
性
リ
ツパ
ロ

（じ
め
）
な
ど
が
多
発
し
て
い
一

一
裁

（
し
就
翡
一
罐
］
銀
一
口
攀
．

し
、
一国
の
外
郭
団
体
で
あ
る
動

力
炉

´
核
燃
料
開
発
事
業
団

（動
燃
）
は
十
六
日
、

「
周
辺

一腱
葬
詢
県
赫
一
華
）
い
」
“
“

一審
凛
唸
一致
い
を
文
書
で
議
し
入

｀_メ
|

敦 質 版

集
英
社
雑
誌
の
「白
血
病
記
事
」

電
力
３
社
も
抗
議

っ(lr)

集
英
社

（本
社
東
京
）
発
行

の
雑
誌
コ
ノ
レ
イ
ポ
ー
イ
」
が
、

本
県
の
薇
南
地
方
で
自
皿
病
思

者
が
多
発
し
て
い
る
と
の
連
載

記
率
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と

で
、
県
内
で
原
発
を
立
地
し
て

い
る
関
西
電
力
な
ど
電
力
三
社

は
十
六
日
ま
で
に
、
同
社
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
誌
上
で
の
訂

正
を
求
め
た
。

関
西
電
力
と
日
本
原
電
は
十

五
日
に
い
ず
れ
もヽ
本
社
広
報
部

長
名
で
、
動
力
炉

・
核
燃
料
開

発
事
業
団
は
十
六
日
に
同
広
報

室
長
名
で
抗
議
し
た
。

抗
議
は
三
社
と
も
ほ
ぼ
同
じ

内
容
で
、
原
発
は
厳
重
な
放
射

線
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
周
辺

環
境
へ
の
影
響
は
十
分
小
六
と
、

無
視
で
き
る
。
記
事
は
科
学
的

根
拠
に
乏
し
く
、
自
血
病
の
発

生
が
原
発
立
地
と
因
果
閲
係
が

あ
る
か
の
よ
つ
な
印
象
を
与
え

る
―
な
ど
と
し
訂
正
、
書
処
を

求
め
て
い
る
。　
　

一̈
一

こ
れ
に
対
し
同
社
側
は

「編

集
人
に
伝
え
る
」
と
答
え
た
と

い
う
。
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一Ｉ
議
集
英
社
一「訂
正
考
え
ず
」

じ

や
ヶ

‘
つ
が
な
い
。
記
事

す
る
こ

こ
が
正
し
【ギ
‐
と
の
判

ぎ

■
一つ
ぎ
念

し
た
。
今
検
新
た

な
モ
髄
ｔ
取
ら
ず
、
現
議
に
対

Ｉ

ｃ
三
社
の
〓
心
を
，奪

ｔ
い
く

と

い

う

。
　

　

　

　

　

　

　

〓

こ
れ
に
対
し

興
英
社
側
は

一回
答
が
す
べ
て
で
あ
り
、
こ

れ
以
上
は

（
県
側
の
抗
議
に
対

の
内
容
に
は
雪
信
が
あ
り
（
計

罪
や
訂
正
電
全
く
考
え
て
い
な

い
。
県
の
演
議
に
よ
り
途
中
で

記
事
肉
さ
に
配
意

し
た
こ

こ
う

一は
　
‘‐
一　
‘
〓
一　
ン一
．　
一生
．

ｏ（）
一一一一
一
一一^
〓二一ヽ
「一一

一や（一一す
〓一一十一一〈一ユ
十一一バ

一〓̈

岩
（
一一̈

会
回
の
「
還
で
科
学
豪
行
斤

一一、　一ス
一〓嘗
一「一一社一凛
一（ノ
一「
一ヽ一

手
”
に
行

っ
て
，
る
要
〓
〓
鋼

萱
の
実
濠
モ
喪
嬌
す
る
こ
と
を

決
ネ
〓
ヽ^
ヽ
運
嬌
を
受

ｔ
ｔ
具
は

一言

二

■

一
≒

？
う
、
敦
賀
雨

（一）一̈
一一一́
ぢ〈一一
一^
イ
・
ン
タ
，
一一
．一手

一
三
ヌ
管
Ｊ
を
，
き
　
資
董
こ

一■
っ
一
、　
一Ｃ
〓
二
一〓
〓
〓
〓
予
雪

一一ヽ
一一一一一・
一
十一．́．一一一一〓
一́
一́
・・́
一́〓一デ́
一

Ｕ札／ヽ
〓

一一一・
一一一一一一
〉
一一．一
．一一́
一́一一一一一一一́′
・主

刀
炉
　
ラ
熔
霧
Ｖ
基
一百
業
壼
Ｃ

高
速
増
殖
炉
う
ん
じ
め
を
視
栗

す
る
た
め
乗
県
し
た
際
、
薬
田

，知
事
が
警
処
を
求
め
て
い
た
．̈

集
英
社
側
の
回
吾
を
批
判
し
、
再
度
五
輌
文
を
送
る
こ

‐
と
を
明
ら
か
に
し
た
河
原
県
健
康
増
進
課
長

（右
）

ぽ

,(万 リ

中 日 新 聞 (11)

一一一一一一一一一一十一一一一一一一

福
井
県

３
回
目
抗
議
文

「が
ん
多
発
ゐ
週
刊
誌
記
事

¨
集
一暑
」
の
界

Ｌ
尚
け
ヨ
型

お

一
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
」
に
原

発
十
五
基
が
立
地
す
る
福
井
県

南
都
地
域

（
事
「
）
で
、
が
ん

が
多
発
し
て
い
る
と
す
る
記
事

が
四
回
遇
載
さ

れ
た

こ
と
に
対

し
、
県
は

一
日
、
同
■
一に
抗
議

一人
ｒτ
）込
（ン
一
た
。

Ｉ
凛
〓

「
敦
薫
湾
原
発
銀
≡

璽

ｉ

ｌ

‘
一
議

↑
一“

）
」

・́夕
発
事
一
事
（
４
二
一〓
一
／
　
一
（
一ヨ
〓
「

・一に、）
】「一一
一、）百
一〓
一一一
百̈
三
二
／ア
一

一ら
れ
る
悪
性
リ
ン

′‘
種
↓
三
二

一病
が
多
発
し
て
い
る
と
せ
（ノ内

一本
・３
　

　

　

●

」
〓
０
「赳
壼
ｒ一・一ノ）ｆ
手
法
を

手
現
し
た
■
事
。
具
民
の
建
責

一■
ゝ
を
あ
お
り
立
て
、
福
井
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ゥ

ン
に
な
る

一

と
、
こ
れ
ま
で
二
回
、
同
社
に

抗
鍛
文
を
提
出
し
、
記
亭
の
訂

正
を
要
求
。
記
事
内
容
に
反
論

す
る
文
書
・マ
螂
り
、
口
害
多
革
氷

め
た
。

異
英
一一一は
二　
一
「ニ
ニ
丁
日
ま

「
た
ヽ
日
だ
に
日
一〓
戸
ヱ
主
Ｃ
一午
が
、

県
は

「
同
一著
は
三
な

一
三
」天

き
、
革
意
が
な
い
一
と
、
”一キ
凛

誓
ヨ
輝
事
名
で
三
日
ヨ
の
■
縁

一
、́一
一
恥
一
一　
）一
「

早
建
要
増
逗
聾
Ｌ

一
三
К

こ

三
手
で
薔

・ｔ
■
・煮
な
三
事
。

一」
〓一一た一一一一事一・十二　
）４一一̈
、　
一〓

，し「マ。　
連ネ〓メ
一」
（，一二ヽ
ぃ二　一̈
チ
多た

る
た
め
、
あ
う
ｔ
ｔ
て
三
聾

し

一
一
一　
・́
一一や
，）一
、ヽ
「■
Ｃ
，

一三

一、
事
籠
撃
重
ｆ

〓
〓
一

学
岩
術^
一り
つ
一ハ
日
、
住
民
の
不

安
解
消
の
た
め
、
同
県
敦
賀
市

で
原
発
日
コ
の
自
血
病
の
発
生

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
地
元
表

明
す
る
予
ぎ
。

楽
英
社
広
報
室
は

「
記
事
内

容
に
は
自
颯
が
あ
り
、
劉
罪
も

一引
一一テ
「〓
メ
（
い
一
一
〓
ぬ
‐夕
′〓
、

一う
。

やa(31)
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1

Ｗ一・「一瓦製薪獅一勢諄静一一』

一
一
一
↓
〓
可
疑
重
一
〓

異

〓
一
一

だ
ざ
進

む
モ

〓
三
〓

一塾
貫
〓
≡
・．

一・一一、ヽ
一一・一・二
´ヽ

．́
一一一．一
ヽ́
今
ｕ́一一
）

一
一

千
二

´
一　
〓
口
ｉ

一
●
チ

ｒ
　

・

（
響
要

ヒ

）
こ
≡
〓
三

｝一
・
．́

　́
一
、　
一一一
一一一・一一
・ヽ一一
二
一
一́（一

一
一〓
一　
ｒ」
署
一二
〓
一壬
〓
一一ヽ
　
・一　
一（、

三
・ｒ
一一二モ〓
一二
一卜一，　
・　一　・ィ一一，一々
）

一■
睡
千
三
≡
〓
　
）一
，
一〓
ｔ
、　
〓
一

一一一
一
一́
一二
一〓一一一γ．一　
十一
、
・一（̈一́
ヽ
）́

一二
百
〓
扁
重
三
塁
子

一
・　
夕
ε

”一̈
・
一́Ｆ
″
一″・・́手
一昼
一一一一一一　
〓
（
， 一）一
（

宅
電
詳

″
爵
〓

妻
〓
二

ε
賢
係

一
Ｅ
Ｉ
て
な
豪
す
る
モ
て
を
駒

一
べ

　ヽ
″
一

一
Ｃ

一　
一　
一
　
　
　
　
一
　
・
　

一‥
・
一〓

一

モ
事
は

一
敦
賀
湾
原
発
銀
座

喜
〓

ィ
ン
パ
腫
多
発
地
帯
の
恐

年
二

＞
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
十

一
三

′、
ョ
発
売
号
か
ら
四
週
に

な
た
つ
て
掲
載
さ
れ
た
「
日
本

票
電
敦
買
発
電
所

一
号
機
か
ら

三
径

す

ｏ
，
以
内
の
千
百
四
十

〓

言
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

一
過
去
三
年
間
に
全
国
平
均
発

生
率
の
四

一
六

一
倍
で
悪
性
リ

ン
パ
腫
患
者
が
発
生
し
た
」
な

一̈け一̈神］̈中中一一一

依
頼
。一‥①
悪
進
り
‐ンパ
通
が
集

申」質̈
嫡嗜産に拳②・落れ］

率
算
定
を
短
期
潤
ｔ
毅
症
し
て

，時一̈眸『一一砕̈中学し，さ」

根
拠
は
な
い
と
し
た
。　
　
一　
・

¨
繭

萱
手
ｉ
ゴ
ヌ
遭
項
卜
・・

・̈〓一一一一一・）一

曇
要
一≧
〓

三

一
遭
■
．一ソ
フ

イ
．一
・　
　
　
ン　
一　
一
一、
一
言
〓
一″
ヨ六
（″
督赤

発
≡
．遍

毛
三
で
ザ
ん
が
多
発
し

て
ギ
る
と
い
う
記
事
が
連
載
さ

れ
た
問
題
で
、
科
学
技
術
庁
は

一年一ン一一潮華一峯一一一一フ一け

一一一一．一畦

一，
一一一一．一一^

´
４
）
．

一

一
一
一
二

一
・一
一

〓
＝一
膊
〓
］
〓
．一　
岳
一
・
・〓　
一一二
ｆ一

〓
Ａ

ｆ

¨
一
一
機

■

一一

Ｉ
情

Ｉ
Ｉ

一

素

一

一

〓

，

一

一
一

一一
一

・ 一

・「
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堅
鵜
お議紅い露
矯
誤
“

難
線
医
学
紺
ざ
辟
究
所
が
実
施
し
一

を理
量
■
一■
９
■



卜 「       _-          1

一人 悪
=リ
ンバ恒多発≡1遭

県
安
一一一協
科
技
庁
資
料
で
強
調

ニ
ニ
ァ

ン
／
ま
　
／

（冥
要
〓
姜
各
じ

が
、
原
発
が
多
い
致
賀
溜

一
斉
で
悪
菫

レ́
″
覆

（し
っ
）
〓
多
受

モ

・毛
妥
つＦ
諄
そ
こ
〓
し
た
問
題
で
、
戦
貿
市
の
薔
井
二
子
ア
千
て
，
　
一
二

〓
二
垂
■

■
二
一ヽ
言
一３

（三

子
万
姜
〓
安
全
誓
ヨ
ζ
聾
会
）
が
開
か
れ
た
。
員
の
要
請
て
ヽ
壬
餐
皇

壼́
■

言
■
二
〓
　
）、
こ
一■
響

■
一

〓
〓
し
字
‘
嗜
豪
〓
二
人
け
一つ
だ）説
Ｖ
。
「
Ｆ
の
ヽ
瓦
〓
〓
〓
〓
´́
ｔ
Ｉ
〓
〓
〓
三
■
ｉ
、
ミ
一兵
〓
な
こ
三
発

二
〓
足
三
で
悪
笹
リ
ン
パ
腫
が
増
え
て
い
る
彰
菖

■́
一　
´
モ
ョ

・ｔ

・
¨
■
一
■
二

〓
一
　́
・
一　
Ｆ
」
一　
・
ヽ
■

ｒ

襦
■
゛
輸

言
晰
ｉ
二
Ｆ

つ

〓
二
　
´
〓
二

一
　

´
〓
一
ザ
■
一

ノ "戸

レ

=I~「
 II=護 I

二 :● ■ 豪 31 E  F  =干干
一
一一
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一一一
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一
一
一‐
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136 0

Ｉ

．

一

Ｉ

Ｉ

Ｆ

Ｉ

Ｓ

■

■

Ｉ

■

■

一

Ｉ

お

ハ

嬌

Ｌ

Ｉ
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言 ■
~ト ニ  F .~:こ

一一
・　

”
　

ヽ

一
　

ヽ
一

一・

ポ
　

・̈　

一・　

一・　

一
・

一

一　一‐‐‐　一一　」一　一一　一・
今
〓
の
過
刊
誌
報
道
て

具
は

一
移
， 一
”
一糧
拠
交

な
＜
、
福
井

景̈
一ア

メ
ー
ジ
´
著

し
く
損
ね

る

一
と
実
英
こ
に
三
度
に

つ
た

り
五
菫
。
先
月
共
県

し
た
田
中

夏
電
子

・
科
反
“
生
象
官
に
栗
田

で
事
が
野
込
そ
求
め
、
同
庁
『

係
者
ザ
妥
青
■
の
コ肇
¨ヽ
■́
事
に

一・一́
レニ

″
）一
一
一
（
っ
４
一́

一，
．Ｃ
九
一̈

一一
こ
〓
一
〓
一訂
一̈
一
二
い
六
■
〓

一
¨
　
）」
一。
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